中日韓シンポジウム開催報告

中日韓研究交流会（ガスクロマトグラフィー研究懇談会が事務局担当）が主催する中日韓シンポジウム(CJK Symposium)は、GC研究懇談会の海外交流が発端となり、日本ゆかりの研究者たちとの交流を中心に2002年中国（北京）－2003年韓国（ソウル）と開催後他の研究懇談会の支援を得て2004年中国（北京）―2005年日本（幕張）―2006年中国（重慶）と3回開催され、今年は4回目にあたる。年々参加者や支援団体が拡大し、昨年は若手交流会とジョイントして開催された。今年は韓国が主催し、第9回ASIANALYSISの特別セッションに組み込まれ11月4日から8日に韓国済州島で開催された。ASIANALYSISへの参加国は18カ国、発表件数は約600件という規模で盛況であった。この中の特別セッションとして設けられたCJK Symposiumの発表件数は33件（日本16件、中国12件、韓国4件、ベトナム1件）で、ASIANALYSIS全体発表約600件のなかで多大な貢献をはたした。参加者数は日本25名、中国10名とこちらも貢献は大きかった。韓国代表はソウル女子大学Dong-Sun Lee教授、中国代表は精華大学Jin-Min Lin教授、日本代表は東京理科大学中村洋教授である。日本側事務局は産総研の前田と津越が担当し、GC、LC、FIA、IC懇の各委員長の参加を得た他、環境分析研究懇談会や企業をはじめ多くの方々の支援と協力を得た。本セッションでは、中国、韓国の若手研究者が中心となり、新たな手法開発や応用研究が紹介された。日本からは主に化学計量、GC,LC,FIA,IC及び環境分析に関する最新の研究と話題が提供された。会期後半では世界遺産に指定されたハンラ山がよく見えるという好天にも恵まれ、参加者一同大いに懇親を深めることができた。
分析化学の基礎分野や環境分析などの分野で研究費を重点配分して優秀な人材を育成している中国の発展はめざましいものがあり、ASIANALYSIS全体の発表件数は韓国（主催国）、日本に続く3番目に位置していた。中日韓シンポジウムを通じての交流の中でもここ数年の間に着実に実力をつけてきており、研究内容も国際的レベルにあることは間違いないといえよう。さらに、欧米や日本から学んだことを元に東南アジアから留学生を受け入れ着実に展開している様子も伺えた。タイ、ベトナムの留学生受け入れや研究交流は一つの大きな流れのようである。韓国は基礎的研究より応用研究のほうが目立っており、中国との交流も進んでいる様子が伺えた。次回は2008年に中国（厦門）で開催する予定である。本研究交流会は趣旨に賛同される方々の協力により運営されており、分野に関わらず交流を目的としての参加・協力を歓迎している。なお、本会は昨年より(社)日本分析化学会上野景平基金の支援を受けることができ、継続して開催することができました。本部のご理解とご支援に感謝いたします。
(独)産業技術総合研究所

前田　恒昭
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